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第１７回鳥栖市総合教育会議 議事録 

会 議 名 第１７回鳥栖市総合教育会議 

日 時 
令和５年１月１３日（金）  開会 午後 １時３０分 

               閉会 午後 ２時４５分 

会 場 市役所３階第１委員会室 

公 開 ・ 非 公 開 公開 

出 席 者 

構成員：橋本市長、佐々木教育長、古澤教育委員、森田教育委員、 

大石教育委員 

事務局：小栁教育部長 

佐藤教育総務課長 

城島教育総務課総務係長 

説明員：古賀学校教育課長 

    犬丸学校給食課長兼学校給食センター所長 

    牛嶋生涯学習課長兼図書館長 

説明員：日吉学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

    長野学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 

傍 聴 ０人 

協 議 事 項 ◆部活動の地域スポーツ化について 

発 言 者 内  容 

橋本市長 

時間になりましたので、第１７回の総合教育会議を始めたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

今日は「部活動の地域スポーツ化」について、ご議論いただきた

いと思います。ただ今回については、自由なご意見をいただいてヒ

ントをつかめるようなブレーンストーミング的な会議に出来たらと

思っております。よろしくお願いいたします。 

では、事務局から国のガイドラインや現状についてご説明をお願

いいたします。 

日吉学校教育課参

事兼課長補佐兼指

導主事 

（資料に基づき説明） 

佐々木教育長 

私自身は、これまでの部活動の在り方は比較的大事だと考えてい

ました。日本の教育が全人的教育であったりして、そこで単に競技

力向上だけではなく、仲間を組んだり、コミュニケーション能力を

身に付けたり、自主性を育てたりということがありますので、それ

が学校から切り離されるというところが自分の中で腑に落ちていな

いところがあります。それで、先ほど説明があったように、これま

での部活動の良さというものも残していきたいと思っています。そ
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うなると、地域に移行したときに、その全てをお願い出来るのだろ

うかという思いもあります。 

ただ、私自身がこれまでの部活動の考え方を改めないといけない

とも思っています。「これからは、生涯体育のように運動に親しむ

というところは、体育の授業でやっていくというように切替えなけ

ればならない。」ということを主張されている方もいて、その方向

性も大事だと感じています。現在は、私自身の考え方を、学校教育

はあくまでも教育課程内での活動だというようにシフトしなければ

ならないと努力しているところです。 

森田教育委員 

「フィッ鳥栖」でも、最近小学生のソフトボール部の活動を再開

したのですが、現在中学校にソフトボール部がないので、土日だけ

でも中学生の活動が出来たらいいなと考えています。ただ、試合の

問題があるので、現在は中学校対抗になっているものを、地域クラ

ブも参加出来るようになれば、参加したい子どもたちが増えるので

はないかと思っています。 

先ほど教育長がおっしゃられた「学校での生涯体育」ですが、子

どもたちの中には、学校の体育の授業がすごく怖くて嫌という子も

います。うちでは、そういう子たちを対象として「体を動かして楽

しもう」というような教室を開催しています。そこで、その子ども

たちはすごく喜んで活動をしてくれていますが、その子どもたちが

中学生になったときに部活に入るのかというと、今のやり方だと入

れない子がいるのではないかと考えています。そのため、私はそう

いう子どもたちを受け入れる場所を、市内の色々な地域でつくれた

ら良いと思っています。そうすると、次のステップになっても、高

校での部活やスポーツに関わっていきたいという子どもたちが増え

ていくのではないかと考えています。 

ただ「フィッ鳥栖」が中学生の部活を引き受けるとなった場合に

は、まずは小規模のクラブから始めて、少しずつ活動を広げていく

ことになると思います。そこには、保険や指導者の確保等の問題も

ありますが、指導者が手を上げやすいように無料ボランティアでな

くて謝金をお渡しするように出来ればいいと思っています。 

橋本市長 
森田教育委員ご自身は、どういう形でトレーニングを行っていた

のでしょうか。 

森田教育委員 

中学校に陸上部がなかったので、通常は別の部活に入っていて、

中体連の前に２週間くらい練習をして試合に出ていました。そのよ

うに、例えば陸上部にも参加しながら、ソフトボールの練習をする

とかいう形がとれると、その種目ごとで体の使い方も違ってくるし、

動き方も変わってくるので、動きのバランスが取れて良いと思いま
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す。特定の種目だけではなくて、色々な種目を体験できる地域クラ

ブがあってもいいのではないかと思います。 

佐々木教育長 

今「フィッ鳥栖」で活動されているように、「子どもたちが自分

の興味のある運動であったり、スポーツであったりというものを選

択して行っていく」というようなところをつくっていって、そこの

中で、体力の向上、コミュニケーション能力の向上、自主性という

のを身に付けていかなければいけないのかなと思います。 

それで、今の部活動で一番問題なのが指導者のことであって、そ

こに教師の働き方改革という問題が出てきたので、余計にその問題

がクローズアップされている。それから小規模学校では種目ごとに

メンバーが集まらないという問題もあって、それらの対応策として

学校から地域に移行していこうということになっていると思いま

す。 

そうすると、今後やるべきことは、子どもたちの狙いとする場合

にあった環境を整えてあげることだと思います。例えばサッカーや

バレーボールといったように、競技を極めていくようなスポーツク

ラブは現在でもあるわけですよね。子どもたちが、そこを狙いとす

る場合には、月謝を払ってでもそこを選択して行っているのでそれ

はそれで良いと思います。行政の役割としては、それ以外の子ども

たちが、気軽に選択して活動できるような環境を整えてあげること

だと思います。それを解決する方法が、先ほどお話があったように、

学校単位ではなくて、地域単位や中学校合同でクラブ活動も出来る

ようにすることではないかと思っています。ですから、段階的です

けれども、学校単位というよりも、地域単位で競技を選択できるよ

うな環境を整えていく必要があるのかなと考えています。 

橋本市長 
質問ですが、指導者の育成や確保、場所の確保といったことに対

する費用負担はどうなっているのでしょうか。 

日吉学校教育課参

事兼課長補佐兼指

導主事 

予算措置の要望は出ておりますが、現在のところ明確な回答は出

来ません。 

森田教育委員 

教育長がおっしゃられたように出来るのであれば、例えばサッカ

ーやバレーボールのように競技力を強めるクラブと、例えばバスケ

ットボールが好きだから競技を楽しみたいけど、そこまで競技力を

向上しなくてもいいというクラブとかがあってもいいのかなと思い

ます。確かに試合に出たいと思う子どもたちもたくさんいると思い

ますが、でもその中には、バレーボールは好きだけど競技力を強め

ていくクラブには入りづらいという子どもたちを受入れられるよう

なクラブがあればいいなと思います。バレーボールをしてみたけど、
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ちょっと違ったからバスケットボールに行くというように、楽しい

から体を動かしたいからっていう子どもたちは、何人もいると思い

ます。その中から、また選手として頑張りたいと思うのであれば、

競技力を強めていくクラブを紹介していくのも一つなのかなと思い

ます。学校単位を少し崩して、地域ごとという方向性があるのであ

れば、そういった在り方もあってもいいのかなと思います。そうす

ることで、子どもたちの精神的な負担を軽減出来るのではないかと

思います。 

ただ一番気がかりなことは、指導される方々に対しての報酬につ

いてです。今は学校で部活動があるからスポーツが出来ているけど、

地域に移行していくとなると、競技力を持っていてスポーツはやり

たいけど、家庭的な問題があって出来なくなったというような子ど

もたちも中には出てくると思います。そういったところを心配して

おります。 

ただ、地域に移行していくとなると、そういった場所も必要なの

かなと考えています。 

古澤教育委員 

私がまず一番気になるのは、鳥栖市内にどのようなスポーツクラ

ブがあるのか、個別では情報として持っていても、詳しいことは知

らない方のほうが多いのではないかということです。例えば「フィ

ッ鳥栖」で実施されているスポーツやそれに関わっているコーチの

情報をしっかり周知していただくと、加入してみたいという子ども

がもっと増えるかもしれません。この地域移行の大きな受皿の一つ

になり得るのではないかなという期待を込めてお話をさせてもらっ

ています。 

それと教育長がおっしゃいましたように、基里中学校の生徒だけ

では競技の継続が難しいということであれば、鳥栖中学校や田代中

学校と合同チームを作るというのは、非常にいいアイデアだと思い

ます。ただ、練習場までの送迎をどうするのかという費用関係も問

題として出てくるかなと思います。ですから、これから先は、市の

教育委員会として、そういった部分についても含めたところでしっ

かりと協議していく必要があるのかなと思っています。 

それと、これまで部活動に熱心に関わってこられた先生方につい

て、地域の受皿となった指導者とどのような関係を築いてくのかと

いうことを考える必要があると思います。また、部活動の中で体罰

などがあった場合には、一定の方針に基づいて処罰されているかな

と思っているのですが、地域に移行した場合には、そこら辺はどう

なるのかということも懸念としてあります。 

大石教育委員 この場で、本市のことについて議論させてもらっているところで
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すが、先に中体連大会を一体どのようにするのかということを決め

ておかないと、県内で足並みを揃えなければならないといった部分

があったということになれば、今の議論が無駄になってしまう可能

性があると思います。その辺は今どういう方向で検討されているの

かというのはお分かりになりますでしょうか。 

日吉学校教育課参

事兼課長補佐兼指

導主事 

ご質問いただいた中体連大会等に関しては、これも最も気になる

ところの一つであります。 

今整理がなされている途中で、地区大会レベル、県大会レベル、

九州ブロック大会レベル、そして全国大会レベルというところで、

競技ごとに対応の違いがあるということで、学校の代表として出る、

地域の代表として出る、あるいは両方が出られるような体制づくり

を整えていく必要があるということです。 

大石教育委員 

ありがとうございます。例えば二つ三つの中学校の生徒たちが集

まって作るチームと、片や一つの中学校だけで作るチームがあると、

色々な弊害が出てくるのではないかという気がしていますので、そ

こら辺は出来るだけ早めに方向性を定めていただくようにお願いし

ていただきたいです。 

あとは、部活動は、基本的に体づくりであったり、コミュニケー

ション能力の向上であったり、精神面を鍛えるとか色々な部分で必

要なものですが、これだけ多様性が求められている時代になってい

ますので、様々な部活動の考え方も出てくるのではないかと思って

います。「ｅスポーツ」や「メタバース」の中でコミュニケーショ

ンを取るというスポーツもあったりしますので、今後は新しい部活

動の考え方が必要なのかなと思っています。 

ただ、それを始めるにあたって、地域人材の力をお借りしなけれ

ばならないとなった場合には、小規模校である基里中学校から少し

ずつチャレンジも含めて行っていくのがベターなのかなという気が

しています。指導員になってくださる方の中には、毎日は無理だけ

ど、週に２日だけだったら出来るという方もいらっしゃると思いま

すので、小規模、中規模、大規模の三つぐらいの段階的な部活動と

いう形で検討していただけると、先ほど森田委員もおっしゃってい

たように、体を動かすことが苦手な子たちは小規模なところで体験

的に部活に触れてもらうとか、そのような形で段階的に進めて行く

のもいいのかなと聞いていて思いました。 

それから、生徒たちのことが議論の中心にはなるのですが、保護

者の理解がなければなかなか難しいので、そこも並行して議論をし

ていければいいかなと思っているところです。 

森田教育委員 先ほど大石委員さんがおっしゃっていた関係ですが、多久市では
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中学校が三つあって、三つの中学校で例えば、Ａ校で野球、Ｂ校で

バレーボール、Ｃ校でソフトボールというように分かれていて、学

校にあるバスを利用して練習場まで移動しているそうです。ただ、

部活が終わって自宅に帰宅するときは、保護者の迎えになってしま

うという点が問題になっていて、そこをこれから改善しなければい

けないという話を聞いています。 

それから「フィッ鳥栖」ですけれども、委託事業を色々実施させ

ていただいていて、小学校の１つの教室で、例えば３０人の定員に

対して、５０・６０人の申込みがあっていまして、それを全部受入

れられるような種目だったら受け入れるのですが、種目によっては

抽選を行ったうえで、不参加の決定のお知らせをしているという状

況です。また、謝金につきましては、講師１人に対して１回 5,000

円、アシスタントの方には１回 3,000 円で運営させていただいてい

ます。 

あと、「フィッ鳥栖」独自で「チャレンジスポーツ教室」を年間

１０回ほど実施しています。そこでは、バスケットボールやサッカ

ー、室内で出来るビニールボールを使った野球やレクレーションを

行っていて、そのメニューの中には、運動が苦手な子でも、少しず

つ楽しく出来るような種目を入れています。その子どもたちが、ス

ポーツをして喜んでいる様子を見ていると、やってきてよかったな

と感じながら行っている状況です。 

橋本市長 学校の現場の声を聞かせていただいてよろしいでしょうか。 

古賀学校教育課長 

学校現場といたしましては、二つです。 

一つは、自分の専門性のない競技を指導せざるを得ない先生方に

とっては、部活動に対して大きな負担感があるということです。こ

の地域移行に関する報道が出たときに、来年度から既にそうなると

思った先生方もいるぐらい、部活動の地域移行に対する気持ちが強

い方もいらっしゃいます。 

もう一つは、熱心に部活動指導をしていらっしゃる先生方にとっ

ては、休日も含めて指導していきたいという気持ちがあるというこ

とです。この報道が出されたときに幾らか話題となりましたが、そ

のような先生方については、兼務をかけることも可能という見解も

示されました。実際に地域移行となった場合でも、指導者を兼務す

る先生方も出てくるのではないかというように考えているところで

す。 

先ほど予算措置等も質問に出ましたけれども、確か報道で国の会

見等を聞いたときには、「予算措置についても検討していく必要が

あるだろう」ということでした。ただ全額国が負担するわけではな
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いだろうなとは思っています。これから先、ある程度先を見越して

考えておかなければならないと考えています。 

橋本市長 

ありがとうございます。色々なスポーツ競技団体の皆さんと話を

していて思うのは、鳥栖市はとっても恵まれているところなので、

結構なことが出来るのでないかという可能性が非常にあるというこ

とです。多分、人口の少ないところに行けば行くほど「生徒が少な

い、指導者を見つけるのが難しい、活動場所の確保が難しい」とい

った問題が大きくなってくると思います。それに比べれば市内には

「サガン鳥栖」や「久光スプリングス」といったプロスポーツチー

ムがあり、「体操クラブ」や「駅伝クラブ」などのレベルの高い皆

さんが活動されているクラブがあります。 

行政の役割としてこれから意識しなければならないと思っている

ことは、選択肢をたくさん用意してあげることだろうと思っていま

す。森田委員がおっしゃるようにスポーツが得意じゃないけどやっ

てみたい子が通える場所、あるいは競技力を高めていきたいという

子が通える場所など、色々な選択肢を用意してあげて、自分が向い

たところに通えるような、それを支えるような仕組みをどう作って

いけるかが、行政の役割だという気がしています。そこには能力が

すごく高いのに、資金的なことで、そこに通えない子をどうサポー

トしてあげるのかという仕組みも考える必要があると思います。 

「久光スプリングス」が、実際に神戸市の練習拠点で実践してい

らっしゃる練習プログラムを、先日本市で初めて行っていただきま

した。それは、子どもたちを対象とした１時間半のプログラムで、

音楽に合わせて踊るなど、５分ごとぐらいにころころと内容が変わ

るものなのですが、全ての内容にバレーボール練習の要素が仕込ま

れて、みんな物凄く楽しげにゲームをしている感覚で体を動かして

いるのですが、９０分間プログラムを終えたときには、一定の効果

を残すというかそういうものがそこに仕込まれているというもので

す。それで、本市でもウィークデーは中学校の部活でバレーボール

の練習をして、土日は「久光スプリングス」プログラムに参加をし

て練習をするというような展開も考えられます。サッカーについて

も、同様で、そこの中で秀でている子をユースに誘い入れるという

ような話が出てくるような形が出来るのかなという気がしていま

す。 

それで、あとはコーチをしていただく方ですが、学校の先生で部

活動に熱心な方がそれなりにやれる体制をどう構築していくのかと

いうことだと思います。鳥栖ならではのスタイルを作れたら、多分

それが出来る場所だと思います。例えば文化系のことでも、学校は
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不登校だけど「キッズミュージカル」には来ていて、居場所が見つ

かったという子も結構いるので、そういうものも、たくさん選択肢

を用意してあげて、いわゆるアウトリーチできる場を提供していく

ことを続けていきたいと思っています。 

私は、恐らく部活動は全廃出来ないとだろうと思っています。地

域スポーツが根づいているというドイツから見ても、日本の部活動

は高く評価されているわけですから、その部活動の良さを維持しつ

つ、地域スポーツとどう融合していくか、その中でたくさんの選択

肢を提示して、それを支える仕組みを作って何かやっていけたらな

あという感じを持っております。 

古澤教育委員 

数年前に、コミュニティ・スクールを導入したときも、先進地を

視察してしっかりと学んだうえで、本市でも実践したという経緯が

ございます。同じように、この地域移行についても、先進地があれ

ばご紹介していただきたいです。 

大石教育委員 

先ほど古澤委員もおっしゃったとおり、本市にはコミュニティ・

スクールがあります。それはとても凄いことだと思います。まさに、

学校を中心とした地域づくりになるところですので、各校区で委員

のメンバーは違うと思いますが、様々な方々が一堂に会して校長先

生と熟議する機会もあります。そういったところでより深く広く地

域人材の発掘も出来るのではないかなと思っています。今後そのよ

うな場を活用して取り組んでいけたらいいのかなと思っています。 

古澤教育委員 

今の大石委員のお話に関連しますが、やはり人材をどれだけどの

ような形で発掘していくか、そこには組織力がないと難しいと思っ

ています。一定の人材バンクのようなものが出来上がってきたら、

そのクラブごとに人材を動かしていっていただいていいのかなと思

いますが、そこが動き出すようになるまで行政の力を発揮する必要

があるのかなというように感じます。 

橋本市長 

「地域スポーツを行う場合には、指導者が一定のスキルやノウハ

ウを持っていないと、不適切な指導になってしまう可能性があるの

で、そこは一定の枠にはめていく必要がある。」というようなお話

を先日していただいたかと思いますが、再度お話していただいても

よろしいでしょうか。 

佐藤教育総務課長 

私は長年バスケットボール競技に携わっておりまして、佐賀県バ

スケットボール協会にも関わっております。先ほどのお話ですが、

バスケットボール協会としては、コーチの資格を持つ人を登録しよ

うという動きがあります。クラブチームの中で、指導者による暴力・

暴言問題等もあっておりますので、コーチの資格を持った人でなけ

れば指導が出来ないという風潮が強くなりつつあります。 
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中学校の部活動については、専門外の先生もおられますので、ま

だ資格を持っていなくても指導してよいということになっています

が、小学校のミニバスケットボールのチームが九州大会や全国大会

に出場する際には、必ず資格を持っている人がいないと試合に出場

出来ないということになりつつあります。 

それで、中学校の部活動でも、資格を持っている人は必ず更新・

講習を受けないといけないということになっていますので、指導者

は新たな技術の情報を習得しなければならいということになってい

くのではないかなと思っています。 

橋本市長 

ありがとうございます。恐らく部活動についても、ある程度のコ

ーチングのスキルを持っていないと指導出来ないという時代がすぐ

そこにあって、そのくくりでいくと一定のレベルを維持しながら、

それぞれのスポーツや文化系の活動が出来てくると思います。 

そこで、コーチ資格取得のための支援など何か下支えが出来ると

いいと思っています。「コーチ資格取得のサポートをします」と呼

びかけをしたときに、「私もやってみようかな」という人たちも出

てきてくださるような気がしていて、そこで人材バンクのようなも

のを作っていければいいなという感じがいたします。皆さんが活躍

出来る場をどう作っていけるかということは、知恵を出していきた

いなと思っております。 

大石教育委員 

今市長がおっしゃったように、「サポートするので、誰かいませ

んか」というやり方は、とてもいい方法だと思いました。もし可能

であれば、コーチをサポートする方も一緒に公募して、コーチの負

担も軽減できればいいと思います。 

森田教育委員 

とてもいい意見だと思います。中学生は、口頭で伝えれば理解し

てくれるとは思いますが、やはりそこにコーチだけじゃなくて、も

う１人いらっしゃることによって、子どもたちへの目の行き届きが

違ってきますので、とてもいいことだと私も思います。 

佐々木教育長 

今後は、指導者の養成や団体の運営に予算をしっかり組んで、安

定した環境の中でこういう事業を進めていかなければならないと思

いました。少年野球や様々なスポーツのほとんどはボランティアで

指導をされていると思います。中学校では、ある程度専門的なスポ

ーツや文化活動になってきますので、何らかのサポートをしていか

ないといけないということをすごく感じました。 

橋本市長 

たまさか「久光スプリング」については、今年の５月１０日に「サ

ロンパス アリーナ」の竣工式がありまして、そこから本格的な鳥栖

での活動が始まるということです。その意味では、地域スポーツの

在り方は、最初から一緒に議論に乗っていただけるかなという気も
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しております。また「サガン鳥栖」の高橋義希さんも、様々な形で

市の事業に協力をいただいているので、例えば高橋さんのアイデア

とかもいただきながら進めていけば、随分違う形での鳥栖だからで

きる色々な環境整備というのは出来ると思いますので、努力をして

いきたいなと思っております。 

これについては、これから始まることでもありますので、今日議

論いただいたものを、もう１回自分で温めていただいて、またご指

摘をいただければ有難いと思っております。 

あと事務局から、あるいは委員の皆さんから、その他ございまし

たらお願いします。よろしいですか。 

大石教育委員 
今後の見通しというか、現在決定していることを教えていただい

てもよろしいでしょうか。 

日吉学校教育課参

事兼課長補佐兼指

導主事 

来年度から準備段階での協議の場を設けたいと考えております。

学校の状況をよりよく把握するために、これまで体育主任会を開催

したところでもございますが、あと数回行う必要があると考えてい

ます。それと併せて、教育委員会、関係各課、校長の代表、よろし

ければ保護者の方々にも協議の場に入っていただけば有難いと考え

ております。そこで、本日いただいたようなご意見なども併せて出

させていただきたいと考えています。また、まだまだ職員も含めて

このことに関する理解度が様々な状況ですので、これからどのよう

に情報を発信していくのかということも含めてご相談が出来たらと

思っているところです。 

古澤教育委員 

次回このような会議を開催されるときには、鳥栖市の現在の状況

を情報収集されて具体的に内容を提示していただけるとありがたい

です。そうするとことで、より詰めたお話が出来るのではないかと

思います。 

古賀学校教育課長 

本日は「部活動の地域スポーツ化」ということで、ご協議いただ

きましてありがとうございました。担当課よりお礼を申し上げます。 

森田委員からお話があったように、運動が苦手な子でも選択でき

る基礎運動コースのような部を作るのも一つの手なのかなと思いま

した。そして、先ほどの基礎運動コースや基礎競技コースなどたく

さんの選択肢を用意して、レベルに合った部に入れるようにしてい

く必要が出てくるなと思いました。今後、そういったところも含め

て検討を進めてまいりたいと思います。 

皆さん方には、これからも色々なところでご支援いただく場面が

出てくるかと思いますが、今後ともどうぞよろしくお願いします。 

橋本市長 
まとめていただいてありがとうございました。次回は、委員の皆

さんに市内の実態をしっかり把握をしていただくために、そこに携
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わっている方と通っている子どもたちの状況、あとそこに費用がど

のくらいかかっているのかというようなことも含めて、お知らせい

ただくと、もっと掘り下げた議論が出来るかなと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。今日はこれで終了したいと思いま

す。ありがとうございました。 

 


